













































































































Ex. 3. Ex. 4. 
Breitkopf & Hartels Partitur-Bibliothek Nr. 4329 
Breitkopf & Hartel, Wieshaden 
With permission of the Original Publishers Beritkopt & Hartel, 
































































































































である。展開部では調性はどのように動いているか。 T.110～Adur, T. 
114～D dur, T.118～G dur, T. 122～c moll, T. 126～f moll, T. 130 
～B dur, T.136～（T. 144～） Es dur, T. 148～f moll, T. 152～g moll, 













釈できる。そして， Ddur, G durというように完全5度圏を移行してゆ
き，この楽章の調性の同名短調でゐる cmollを通過する。これまでの A
durから Gdurまでがamoll領域に属する，とミ？シュはし、う。そして
以後はcmoll領域に入りこむ。それはfmollから Bdur, Es durへと完
全5度圏を進んでゆく。この場合も mollとdurはそれぞれヴアリアンテ
として考えることができる。 Adurから遠く離れた調性Esdurに至り，
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